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序　　章

と

田原嗣郎



（2）
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なったのである。

て代表された。



（4）

にする。

【注】

を参照されたい。

章
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　　ろなのである。

でもあったろう。る。
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軽減策をもちだす。



とか。
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～五二）。

候。」
のである。



ゆの幕藩制観笛来するのである。

二　　章

一一

黶B
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たという。ものであった。

ものであった。



　　　（再、五九）
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至った。

方を指摘する。

のと思われる。
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（以下、再、一四一）



　　いった。ゅ手を下し可申。」

（再、一四四）
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肯したという。

き。」



　　事二而候。」

捌いる。

（再、一七〇）



幕末政治思想における「公」と「私」（19）

ある。　（同上）
あった。

ことにしよう。



　　たこと。

鋤

する理由である。



幕末政治思想における「公」と「私」（21）

るであろう。

【注】
一冊、六八三）

れる。た。
　三　　章
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（続三、一～二）

発したのであろう。

ろう。
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たい。
ものである。
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　　の通りである。



幕末政治思想における「公」と「私」（29）



（30）

【注】

終　　章
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あり方であった。



　　ある。

た。
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